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1.  平成22年2月期第3四半期の連結業績（平成21年3月1日～平成21年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第3四半期 15,038 ― 58 ― 21 ― 21 ―

21年2月期第3四半期 16,610 △12.2 156 13.6 95 44.2 69 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第3四半期 27.29 ―

21年2月期第3四半期 86.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第3四半期 14,816 436 2.9 542.55
21年2月期 15,431 416 2.7 518.80

（参考） 自己資本   22年2月期第3四半期  436百万円 21年2月期  416百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― ― ― 0.00 0.00
22年2月期 ― ― ―

22年2月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,342 △10.1 70 △69.3 24 △83.7 16 △83.2 21.05
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３.連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計 
基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第3四半期 810,000株 21年2月期  810,000株

② 期末自己株式数 22年2月期第3四半期  6,309株 21年2月期  6,238株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第3四半期 803,713株 21年2月期第3四半期 806,951株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成 21 年３月１日～平成 21 年 11 月 30 日）における国内経済は、一昨年秋の世界的

な金融危機に端を発した景気低迷により、企業収益や雇用情勢の悪化等、極めて厳しい状況が継続しております。個

人消費におきましても、一部では大規模な経済政策の下支え効果が見られるものの、景気の先行きの不透明感を払拭

するまでには至っておらず、厳しい消費環境が継続しております。 

百貨店業界におきましても、依然として好転の兆しが見えない雇用情勢や所得環境を背景に、消費者の買い控えと

低価格志向が一層強まり、高額品を中心に厳しい商況が続き、売上高は前年を下回り低調に推移しました。 

このような厳しい状況の中、当社グループは２年目にあたる新中期経営計画のビジョンとして掲げた「日本一生き

生きとした百貨店」の実現に向け、全社で 60 項目に及ぶ具体策をそれぞれ推進すべく努めました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は 15,038 百万円、連結営業利益 58 百万円、連結経常利益 21

百万円、連結四半期純利益 21 百万円となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりです。 

 

〈百貨店業〉 

百貨店業におきましては、さらなる営業力の強化と効率的な経費執行に取り組みました。 

営業面での具体的な取り組みとしましては、３月に５階生活雑貨フロアに核テナントとして「姫路ロフト」を導入

し、幅広い年齢層の新たなお客さまにご来店いただける店舗体制といたしました。また、地階食料品売場には４月に

カステラ本家「福砂屋」、10 月に瀬戸内のいかなごくぎ煮「炭屋」、京菓子「菓匠清閑院」を新規導入しました。さ

らに、１階正面玄関前スペースでは週ごとに様々なイベントや物産催事を行う「イベントプラザ」を開設するなど従

来までの常識にとらわれない新しい集客力向上策に努めました。 

一方、経費面におきましては、人件費、広告宣伝費、地代家賃等あらゆる項目の削減に取り組んだ結果、損益分岐

点を大幅に下げることに成功し、減収ながらも利益を確保しました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 15,004 百万円、営業利益は 39 百万円となりました。 

 

〈その他の事業〉 

物流業の山陽デリバリーサービス㈱におきましては、継続的な経費削減により、売上高は 168 百万円、営業利益

は 15 百万円の減収増益となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

 (1)資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の資産は前連結会計年度末に比べ 615 百万円減少し、14,816 百万円となりました。こ

れは主に、借入金返済に伴う現金及び預金の 780 百万円減少によるものです。 

負債は 14,380 百万円と前連結会計年度末に比べ 634 百万円減少しました。これは主に、返済による借入金の 907

百万円減少によるものです。 

純資産は前連結会計年度末に比べ 19 百万円増加し、436 百万円となりました。これは主に、四半期純利益による利

益剰余金の増加 21 百万円によるものです。 

 

(2)キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年

度末に比べ 780 百万円減少し、791 百万円となりました。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 297 百万円となりました。これは主として、税金等調整前四半期利益 28 百万円、

減価償却費 274 百万円によるものです。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は 113 百万円となりました。これは主として、有形固定資産の取得による支出 110

百万円によるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は 964 百万円となりました。これは主として、長期借入れによる収入 1,700 百万円
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に対し、短期借入金の純減額 1,300 百万円、長期借入金の返済による支出 1,307 百万円があったことによるもので

す。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

   平成 21 年 10 月８日付の「平成 22 年 2月期 第２四半期決算短信」において公表しました、平成 22 年２月期の業

績予想から変更はありません。 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

１ 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２ たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地た

な卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

３ 税金費用の計算 

     税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

         なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 991,782 1,772,099

受取手形及び売掛金 1,082,524 813,893

有価証券 502,507 －

商品 1,254,449 1,215,353

貯蔵品 38,246 22,835

繰延税金資産 17,546 15,696

その他 271,986 194,025

貸倒引当金 △660 △665

流動資産合計 4,158,383 4,033,237

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,442,802 4,581,474

土地 4,952,915 4,959,533

建設仮勘定 － 5,000

その他（純額） 264,832 302,963

有形固定資産合計 9,660,551 9,848,971

無形固定資産 181,422 218,243

投資その他の資産   

投資有価証券 275,483 778,884

繰延税金資産 8,574 8,574

敷金及び保証金 474,719 486,728

その他 84,772 84,387

貸倒引当金 △27,701 △27,676

投資その他の資産合計 815,847 1,330,899

固定資産合計 10,657,821 11,398,114

資産合計 14,816,205 15,431,351

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,384,846 2,072,169

短期借入金 2,400,176 3,445,171

未払法人税等 7,388 9,569

商品券 1,844,346 1,914,234

前受金 2,195,564 2,031,530

賞与引当金 37,212 16,703

商品券回収損引当金 265,500 259,500

その他 469,956 595,236

流動負債合計 9,604,991 10,344,115

固定負債   

長期借入金 4,050,420 3,913,097

退職給付引当金 588,599 559,890

繰延税金負債 9,185 9,260

その他 126,969 188,000

固定負債合計 4,775,175 4,670,247

負債合計 14,380,166 15,014,363
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 405,000 405,000

資本剰余金 7,554 7,554

利益剰余金 25,333 3,399

自己株式 △14,180 △14,050

株主資本合計 423,708 401,903

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 12,330 15,084

評価・換算差額等合計 12,330 15,084

純資産合計 436,038 416,988

負債純資産合計 14,816,205 15,431,351
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

売上高 15,038,559

売上原価 11,685,498

売上総利益 3,353,061

販売費及び一般管理費 3,294,731

営業利益 58,329

営業外収益  

受取利息 6,223

受取配当金 918

受取家賃 30,492

債務勘定整理益 107,988

その他 55,486

営業外収益合計 201,109

営業外費用  

支払利息 147,904

商品券回収損引当金繰入額 74,714

その他 14,847

営業外費用合計 237,466

経常利益 21,973

特別利益  

固定資産受贈益 17,333

特別利益合計 17,333

特別損失  

固定資産除却損 4,662

減損損失 6,618

特別損失合計 11,280

税金等調整前四半期純利益 28,025

法人税等 6,091

四半期純利益 21,934
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 28,025

減価償却費 274,698

減損損失 6,618

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,509

退職給付引当金の増減額（△は減少） 28,709

商品券回収損引当金の増減額（△は減少） 6,000

受取利息及び受取配当金 △7,142

支払利息 147,904

固定資産受贈益 △17,333

固定資産除却損 255

売上債権の増減額（△は増加） △268,631

たな卸資産の増減額（△は増加） △54,508

敷金及び保証金の増減額（△は増加） 12,009

仕入債務の増減額（△は減少） 312,676

前受金の増減額（△は減少） 164,033

未払金の増減額（△は減少） △58,859

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,848

その他 △145,365

小計 438,771

利息及び配当金の受取額 8,696

利息の支払額 △145,867

法人税等の支払額 △3,822

営業活動によるキャッシュ・フロー 297,777

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △110,200

投資有価証券の取得による支出 △3,320

その他 86

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,433

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,300,000

長期借入れによる収入 1,700,000

長期借入金の返済による支出 △1,307,671

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △56,860

その他 △129

財務活動によるキャッシュ・フロー △964,660

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △780,317

現金及び現金同等物の期首残高 1,572,099

現金及び現金同等物の四半期末残高 791,782
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」

に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(４)継続企業の前提に関する注記 

該当はありません。 

 

(５)セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 21 年３月１日 至 平成 21 年 11 月 30 日） (単位:千円) 

 百貨店業 その他の事業 計 消去又は全社 連結 

売上高 

(1)外部顧客に対する売上高 15,003,459 35,100 15,038,559

 

－ 15,038,559

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
796 132,945 133,742 (133,742) －

計 15,004,255 168,046 15,172,302 (133,742) 15,038,559

営 業 利 益 39,975 15,038 55,013 3,315 58,329

（注）１ 事業区分の方法 

当社の事業区分は、事業内容を勘案して決定しております 

２ 各事業区分の事業内容 

百貨店業 衣料品、身回品、雑貨、家庭用品、食料品、書籍等の販売 

その他の事業 物流 

 

【所在地別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 21 年３月１日 至 平成 21 年 11 月 30 日） 

存外連結子会社及び存外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 21 年３月１日 至 平成 21 年 11 月 30 日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

(６)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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「参考資料」 

 前年同四半期に係る財務諸表 

（要約）四半期連結損益計算書 

（単位：千円） 

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年３月１日 
至 平成20年11月30日） 科 目 

金 額 

Ⅰ 売上高 16,610,850

Ⅱ 売上原価 12,785,482

売上総利益 3,825,368

Ⅲ 販売費及び一般管理費 3,669,200

営業利益 156,168

Ⅳ 営業外収益 135,695

Ⅴ 営業外費用 196,644

経常利益 95,218

Ⅵ 特別利益 ―

Ⅶ 特別損失 11,890

税金等調整前四半期純利益 83,327

税金費用 13,738

四半期純利益 69,588
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